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一
一
月
一
九
日
、
宇
賀
神
裕
一
会
長
夫
妻
と
会
員
の

総
勢
二
一
人
で
台
湾
・
斗ト
ロ
ク六

市
の
斗
六
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
Ｒ
Ｃ
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
真
岡

市
村　

忠
男

台
湾
・
斗
六
Ｒ
Ｃ
を

訪
問
し
て

阿
賀　
　

身
欠
き
に
し
ん
の
こ
う
じ
漬
け

北前船がもたらした、雪深い里山のお正月料理。
12 月に入ると身欠きにしんをこうじで発酵させ
ます。その伝統の味を食べたくて帰省し、お酒を
飲みます。そのままも良し、焼いても良し、最強
の健康食品です。

山崎　京子（新潟県・阿賀野川ラインＲＣ）

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
委
員
会

を
紹
介
し
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎

大
國　

高
俊

　

宮
崎
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
Ｒ
Ｃ
）
に
は
「
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
委
員
会
」
が
あ
り
ま
す
。
二
〇
一
四
―
一
五

年
度
に
新
設
さ
れ
た
委
員
会
で
、
姉
妹
・
友
好
ク
ラ
ブ

と
の
交
流
推
進
と
、
東
京
、
大
阪
、
福
岡
に
結
成
さ
れ

て
い
る
当
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
会
の
支
援
と
交
流
促
進
の
二

つ
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
委
員
会
の
設
立
前
は
、
ク
ラ
ブ
幹
事
や
親
睦

委
員
会
、
ク
ラ
ブ
の
野
球
チ
ー
ム
な
ど
が
交
流
を
そ
れ

ぞ
れ
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
委
員
会
が
一
元
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
よ

り
円
滑
に
、
ま
た
幅
広
く
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
だ
設
立
三
年
目
で
す
が
、
す
で
に
当
ク

ラ
ブ
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
委
員
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。今

年
度
は
、
一
〇
月
八
～
一
〇
日
に
佐
藤
嘉
信
会

長
以
下
四
二
人
で
姉
妹
ク
ラ
ブ
の
山
形
Ｒ
Ｃ
を
訪
問
。

山
形
Ｒ
Ｃ
が
ホ
ス
ト
を
務
め
る
地
区
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
素
晴
ら
し
い
式
典
の
後
「
ポ
リ
オ
撲
滅
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
記
念
演
奏
会
」
と
大
懇
親
会
に
参
加
し
、
た
っ

ぷ
り
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

一
一
月
一
九
日
に
は
、
全
国
か
ら
多
く
の
Ｏ
Ｂ
会

員
が
参
加
す
る
恒
例
の
「
Ｏ
Ｂ
交
流
例
会
」
を
開
催
。

懐
か
し
い
宮
崎
で
の
思
い
出
を
た
く
さ
ん
語
り
合
い
ま

し
た
。
翌
二
〇
日
に
は
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
も
開
き
、
笑

顔
が
あ
ふ
れ
た
二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

三
月
●
日
に
は
友
好
ク
ラ
ブ
で
あ
る
奈
良
Ｒ
Ｃ
の

の
福
井
正
典
夫
妻
も
参
加
さ
れ
て
お
り
、
ロ
ー
タ
リ
ー

の
こ
と
を
た
く
さ
ん
教
え
て
も
ら
い
、
大
変
勉
強
に

な
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

リ
ス
ボ
ン
大
会
は
当
時
の
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
（
Ｒ

Ｉ
）
会
長
が
田
中
作
次
さ
ん
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
日

本
人
が
大
勢
参
加
し
て
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
日

の
丸
を
掲
揚
し
、「
君
が
代
」
が
斉
唱
さ
れ
、
会
場
全

体
が
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
、
当
地
区
の
地
区
大
会
で
は
、
京
都
Ｒ
Ｃ

の
千
玄
室
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
が
講
演
の
中
で
、「
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
」
と

強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「PARTICIPATE

」
の
言
葉

を
思
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

活
動
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
ソ
ウ
ル
大
会
で
一
〇
回
目
の
参
加
と
な
り
、

和
歌
山
南
Ｒ
Ｃ
か
ら
表
彰
状
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
を

励
み
に
、
ア
ト
ラ
ン
タ
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

（
第
二
六
四
〇
地
区　

和
歌
山
県　

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

創
立
六
五
周
年
記
念
例
会
に
も
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

次
年
度
、
わ
が
ク
ラ
ブ
は
創
立
六
五
周
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
」
の
名
の
も

と
に
、
た
く
さ
ん
の
友
情
、
交
流
、
親
睦
を
育
む
活
動

を
支
援
し
続
け
て
い
く
委
員
会
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
！

（
第
二
七
三
〇
地
区　

宮
崎
県　

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
）

昨年度の地区大会で千玄室パストガバナーと



THE ROTARY-NO-TOMO 2017   VOL.65  NO.41760

書道コンテストに入賞した生徒を両クラブ一緒に表彰

突
然
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
思
う　

　
　
　
　
　
村
上

加
藤　

治
郎

　

酉と
り

年
を
前
に
し
た
昨
年
一
一
月
末
、
近
く
の
養
鶏

場
で
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
、
約

三
一
万
羽
を
殺
処
分
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
ク

ラ
ブ
会
員
の
加
藤
幹
司
さ
ん
も
応
援
に
行
き
ま
し
た
。　

鳥インフルエンザの身近な発生に考えさせられました

　

当
ク
ラ
ブ
と
斗
六
Ｒ
Ｃ
は
一
九
八
三
年
五
月
に
姉
妹

ク
ラ
ブ
を
締
結
し
、
三
四
年
目
に
な
る
現
在
ま
で
交
流

を
続
け
て
い
ま
す
。
当
初
は
毎
年
相
互
訪
問
し
て
合
同

例
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
会
員
の
高
齢
化
も
あ

り
、
現
在
は
一
年
ご
と
に
交
互
に
訪
問
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
訪
問
も
合
同
例
会
を
通
じ
て
ク
ラ
ブ
間
、
会
員

間
の
親
睦
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

真
岡
市
を
朝
四
時
に
出
発
し
、
台
北
松
山
空
港
に
午

前
一
一
時
三
〇
分
到
着
。
空
港
で
斗
六
Ｒ
Ｃ
の
会
員
十

数
人
の
出
迎
え
を
受
け
、
初
訪
問
の
私
は
、
大
変
驚
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
斗
六
か
ら
四
時
間
も
か
け
て
バ
ス
で

迎
え
に
来
て
く
れ
た
こ
と
を
知
り
、
感
謝
の
念
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

車
中
は
、
日
本
語
を
流
り
ゅ
う
ち
ょ
う

暢
に
話
す
斗
六
Ｒ
Ｃ
会
員

の
通
訳
で
自
己
紹
介
を
行
い
、
会
員
同
士
が
旧
交
を
温

め
た
り
し
て
、
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

斗
六
市
と
真
岡
市
は
当
ク
ラ
ブ
の
仲
立
ち
で
友
好
都

市
関
係
を
結
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
中
学
校
同
士
が
姉
妹

校
に
な
る
と
い
う
関
係
も
あ
り
、
夜
六
時
か
ら
始
ま
っ

た
合
同
例
会
に
は
斗
六
市
長
、
正
心
高
級
中
学
校
の
校

長
も
出
席
し
て
い
ま
し
た
。

例
会
中
、
書
道
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
し
た
生
徒
た

ち
に
両
ク
ラ
ブ
合
同
で
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。
懇

親
会
で
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
始
ま
り
、
斗
六
Ｒ
Ｃ
の
会

員
に
は
演
歌
を
日
本
語
で
歌
っ
て
歓
迎
し
て
い
た
だ

き
、
当
ク
ラ
ブ
会
員
も
お
返
し
に
と
歌
い
、
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

終
了
後
、
斗
六
Ｒ
Ｃ
の
会
員
か
ら
二
次
会
に
誘
わ

れ
た
会
員
、
校
長
か
ら
誘
わ
れ
た
会
員
と
分
か
れ
ま
し

た
が
、
双
方
と
も
に
親
睦
を
深
め
た
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

　

異
文
化
交
流
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
の
現
状
を
考
え

る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
姉
妹
ク
ラ
ブ
を
締
結
し

た
当
時
の
会
員
が
少
な
く
な
り
、
さ
ら
に
高
齢
化
が
進

む
中
、
い
つ
ま
で
交
流
が
続
け
ら
れ
る
の
か
。
大
き
な

課
題
が
目
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
と
感
じ
た
訪

問
と
も
な
り
ま
し
た
。

　

斗
六
Ｒ
Ｃ
の
皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
感
謝
。

（
第
二
五
五
〇
地
区　

栃
木
県　

司
法
書
士
）

私
自
身
は
、
感
染
予
防
の
た
め
に
、
そ
の
近
く
の
平
飼

い
の
養
鶏
場
に
、
Ｅ
Ｍ
菌
（
有
用
微
生
物
群
）
を
散
布

し
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
鶏
舎
の
周
り
が
立
ち
入
り
禁

止
だ
っ
た
た
め
、
作
業
は
そ
の
飼
育
者
に
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

今
（
一
月
現
在
）
は
終
息
し
て
い
ま
す
が
、
冬
は

渡
り
鳥
が
多
く
や
っ
て
く
る
季
節
で
す
。
日
本
中
で
渡

り
鳥
や
小
動
物
が
鶏
舎
に
入
ら
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
も
注
意
が
必
要
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
私
た
ち
消

費
者
も
広
い
土
地
で
飼
わ
れ
、
元
気
に
走
り
回
っ
て
い

る
鶏
の
卵
を
購
入
す
る
こ
と
で
、
飼
育
業
者
も
消
費
者

も
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。

一
か
所
で
た
く
さ
ん
の
鶏
を
飼
う
、
ケ
ー
ジ
飼
育

で
は
、
一
羽
で
も
今
回
の
よ
う
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

発
症
し
た
場
合
、
そ
の
養
鶏
場
は
全
滅
で
、
飼
育
業
者

の
損
失
も
甚
大
な
も
の
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
私
た

ち
の
消
費
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
時
期
が
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

（
第
二
五
六
〇
地
区　

新
潟
県　

酒
類
販
売
）


